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「シイタケ」が次々と出荷制限になるのはなぜか？
　
政府は福島市の原木露地シイタケを出荷自粛する措置を4月17日に決定した。報道によると　「福島県は１７日夜、キノコを対象に１４日に行った放射線量測定で、新たに福島市の露地ものの原木シイタケから暫定基準値（１キロあたり５００ベクレル）を上回る同８８０ベクレルのセシウムを検出した」とのことである。シイタケの出荷規制はすでに原発に近い県東部の５市８町３村に及んでいる。他の野菜類が規制解除になる中、なぜ露地シイタケだけが次々と高濃度の放射能が検出されるのか。そこにはキノコ特有の濃縮作用が関している。以下、放射線医学研究所(第４グループ)の研究報告を紹介します。

1． チャルノブイリ原発事故で明らかになったキノコ類と放射能の関係

１９８６年のチェルノブイリ事故の後の多くの研究から、森林生態系に取り込まれて土壌中に蓄積した放射性セシウムがキノコに特異的に濃縮することが明らかとなってきた。ヨーロッパを中心として10,000 Bq/kg（乾）以上のセシウム-137濃度が数多く報告された。
この研究成果から、次の2点の重要性が確認された。

1 キノコを食用とする国では、キノコを通して人体に取り込まれる放射性セシウムの量を明らかにする必要があること。

2 キノコを形成する菌類は森林中の物質循環に大きく関与しているため、放射性セシウムの移動に関しても大きな役割をはたしている可能性があることである。

　キノコをつくる菌の本体は菌糸である。これらは普段われわれの目に触れることはないが、倒木や土壌中に張り巡らされ、シロナガスクジラより大きな菌糸体もみつかっている。地球上で最大の生物とも言われるゆえんである。この菌糸が、森林生態系での物質循環に重要な役割をはたしており、放射性セシウムの挙動にも影響を与えているらしい。最近の研究によると、土壌中の放射性セシウムの30～40%が菌類の菌糸に保持されている。また、菌糸の移動やキノコの発生に伴って放射性セシウムが移動し、土壌中での再分配が起こるという報告もある。菌糸がセシウムを保持する能力を室内実験によって明らかにする試みもなされている。
キノコは本来セシウムを吸収しやすい性質を持ち、放射性セシウムは安定セシウムと共にキノコに取り込まれている。また、森林の表層土壌に移行した放射性セシウムは、比較的早く安定セシウムと平衡になり、森林生態系での物質循環に取り込まれていると推定される。
　なぜキノコにセシウムが濃縮されるのか、吸収機構の詳細は不明である。

映画「風の谷のナウシカ」の中に登場する「腐界」は、巨大なカビやキノコの森だった。その生物が出す有毒な臭気を人が吸い込むとガンになってやがて死ぬため、誰も「腐界」に近づかない。ナウシカは好奇心で「腐界」の生き物を研究し、やがて「腐界」は放射能で汚染された大地を浄化していることを突き止める・・・・。
　キノコが豊富な森の木は生長が早いことがわかっている。大地の栄養分を木に供給しているのだ。それだけではない。人類が出した放射能という毒物を自らに溜め込んで大地を浄化しているのである。キノコに罪はない。罪があるとすればそれは人間の方である。

北海道のシロサケからもセシウム137を検出！
4月15日、日本２００カイリ内で操業するサケ・マス流し網漁が１５日解禁された。解禁前から福島第１原発事故に伴う海洋の放射能汚染の影響が懸念されていた。そんな中、微量の放射能検出のニュースが流れた。


北海道は１８日、道東部沖約２００キロの太平洋で１５日に捕獲したシロサケを調査し、ごく微量の放射性物質のセシウム１３７を検出したと発表した。食品衛生法上の暫定基準値（１キロ当たり５００ベクレル）の千分の１以下で、道は「安全」としている。放射性ヨウ素は検出されなかった。道などによると、２０００年以降、道周辺のサケに含まれるセシウムは１キロ当たり０・１ベクレル以下で推移。今回の調査結果は０・４５ベクレルだったが「福島第１原発事故との関係は不明」という。
　微量なため「安全」の範囲とされているが、通常時の4.5倍の濃度に上昇しているのが非常に気にかかる。海外の研究所が予測した放射能拡散予測区域に道東の太平洋側一体が含まれていた事実と重ねると、原発事故による放射能の可能性が極めて高いと感じる。それだけではない。名目上「低レベル」という名の高レベルな放射性廃液を海洋中に大量に投棄するという信じがたいことまで行っている。人が近づくこともできないほどの「超高レベル」の汚染水まで流れ出し、表面的には止めたが既に地下水に入り込み海水に染み出している可能性が高く、原発付近の海水は以前、高いレベルの放射能が記録され続けている。
　こうした状況の中での「サケから放射能検出」というニュースは、消費者に与える心理的影響は甚大と言わねばならない。もはや安全基準の数値の問題ではなくなっているのである。

サケは小さな小魚やアミエビなどをこれからどんどん捕食して成長していくので、放射能の濃度はさらに高くなっていくと予想される。「安全」の範囲内であったとしても「放射能濃度上昇」の事実は今後、流通に大きな打撃を与えることになる。以下に予想される事態を想定して見た。「想定外」なってくれるといいのだが・・・・。
１．サケの値段が暴落する可能性がある
よく「風評被害」という言い方がされるが、いくら「安全」と政府がお墨付きを与えても現実に放射能が一定の濃度で検出された食品を消費者は簡単には買わない。一種の自己防衛の本能的行動なので、「安全」を押し付けるほど不安が増徴し買え控えが起こることになる。売れなければ当然価格が暴落し、漁業関係者は赤字に陥ることになる。
今の時期のサケはトキサケと呼ばれるもので、数も少ない。今後、多くのシロザケが北海道沿岸に近づき餌を捕食しながら成長し、産卵に備える。体内の栄養分が魚卵などに濃縮される過程を通じて放射能がイクラなどに集まり濃度が高くなる可能性が懸念される。今後、継続して検査が行われていくと思うが、「風評被害」はさけられないだろう。
2． 他の魚種への拡大
　当たり前のことではあるが、海に生息しているのはサケでだけではない。アミエビを餌にして成長する魚は多い。身近なところではサンマ、イワシ、サバ。またそれらを餌にする大型の魚。ダイオキンやＰＣＢといった有害発ガン物質も、かつては「大量の水で希釈されるので毒性は消える」という誤った認識で海に大量に垂れ流してきた。その後、「生物濃縮作用」という働きがわかるにつれて、こうした有毒物質は食物連鎖の中で高次の生物ほど高濃度に濃縮されることがわかった。

　クジラ、マグロなどは今でも高濃度に汚染されており、胎児への影響が懸念される妊婦には摂取制限がある。これが放射能物質ということになれば、事は非常に深刻である。かつて原爆実験を実施ごとに世界の小児ガンの発生率が上昇した統計を紹介したが、同じことが再び起こる可能性がある。こうした被害は確立的に発生するので、直接的な因果関係の立証が困難です。結局はそれぞれの個別な理由によるガン発症として処理されていくことになります。

















































































